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10 月 29 日(土)、７月に移転新設した

ぱれっとの新しい拠点でスタッフ勉強

会を開催しました。新たにグループホー

ムも増設されスタッフも増えました。キ

ャリアの違いから、意思疎通の難しさや

意識のずれ等、仕事の優先順位やその向

き合う姿勢、温度差を埋めるべく企画し

た勉強会、良い人間関係を維持しながら

効率よく仕事を進めるにはどうしたら

よいか、仕事の中での「気付き」をテー

マにスタッフ総勢 19名が参加しました。 

●「気付き」を仕事にどう生かすか 

抱えるスタッフが増えたことにより、

お互いのコミュニケーション不足から、

仕事の効率が低下し、人間関係にまで影

響を及ぼすケースが増えてきます。「自

ら気付くこと」で、スタッフ一人ひとり

が日常的にどう動けば業務の効率化が

図れるのか、セクション内に留まらず、

組織としての方向性を、スタッフ一人ひ

とりにどう意識付けしていけばよいの

か、或いは自覚を促すのか。全ては、「気

付き」からはじまることだと確信し、今 

回の勉強会に至ったのですが、私自身、

「気付き」には 2種類あることに気づか

されました。自ら気付く場合、これは、

普段から疑問に思うことがないと気付

かない種類です。もう一つ、相手に気付

かせる場合があること。しかし、何れも 

 

 

意識的に発信しない限り気付きの共有

は図れないこと。共有が図れることによ

って仕事の効率化が図れ、相互理解につ 

ながることが最終的には整理されまし

た。しかし、この共有も信頼関係の上に

成り立ってのことです。 

●信頼関係を築くには・・・ 

どのグループからも、コミュニケーシ

ョンというキーワードが出ていました。

「声をあげる」「表に出す」といった、

発信をするにも、出す側・受け手側相互

の信頼関係が成り立った上でないと難

しいという意見に帰着していました。そ

れでは、信頼関係を築くにはどういった

プロセスが必要なのでしょうか。これは、

スタッフ同士に限ったことでは勿論あ

りません。通所員や利用者、親との関係

もあります。こうしたテーマで 1 月に再

度勉強会を開きます。以下、各セクショ

ンスタッフからの感想です。こうした勉

強会の機会は、有意義であり必要性を感

じています。 

     （理事長 相馬宏昭） 

●しぶや･ぱれっとホーム  

職員 佐々木志保（４年目） 

全スタッフが顔を合わせての勉強会、

人数が増えたからこそ必要であると感じ

ました。普段なかなかゆっくりと話がで

きない他セクションのスタッフとのグル

ープセッションは、相手の考えや仕事に

・10/29 職員勉強会報告                 （報告１） 

・絆プロジェクト                     （報告２） 
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対する想いを聞くことができ、共有でき

たように思います。不安に感じ悩んでい

たことが自分だけではなかったんだと感

じることができ、また自分にはなかった

考えを聞くことができて、とても有意義

でした。 

おかし屋と事務局の移転、グループホ

ーム開設があり、バタバタと毎日の業務

に追われるだけの日々に私自身はなっ

ていて、正直周りのスタッフ１人ひとり

とじっくり向き合えていなかったよう

に思います。色々な経験をし１人ひとり

の個性が強いスタッフが集まるぱれっ

とですが、お互いの理解、信頼関係がな

ければチームで仕事をするのは困難で

す。日々のやりとりはもちろん、今回の

ような各セクションの枠をこえた勉強

会を通してよりお互いを知り、相互理解

を深めていかれたらと思います。 

●おかし屋ぱれっと              

職員 松本亜沙子（1年目） 

勉強会では主に“自分の強みは何か”

“仕事をする上で大切なことは何か”に

ついて皆さんと話し合いました。後半の、

グループに分かれての話し合いが進み、

他セクションの職員の方から色々な意見

を聞き、自分も同じように発言していく

中で「NPO 法人として社会にどのような

ことを発信していくのか」という話題に

なった時に、“障がいがある人達がどの

ような仕事や生活を送っているのかなど

をできるだけ多くの人たちに伝えていき

たい”という自分の想いが増しているこ

とに気づきました。そのためには私自身

が障害者福祉の世界についてもっと勉強

していかなければならないと考えるよう

になりました。当たり前のことですが、

勉強会を通じて改めて「報告・連絡・相

談」の重要性に気づきました。特にそれ

は、メンバーのことについての報告・連

絡・相談です。どんなに些細なことであ

っても、疑問を感じることがあったらそ

れを自分の中で燻ぶらせずに、なるべく

早く周りの職員に発信していこうと思い

ました。普段仕事をしている中で皆さん

がどういう思いを持ってどんな姿勢でメ

ンバーと向き合っているかを聞ける機会

はなかなか無いため、貴重な機会を頂け

ました。 

●たまり場ぱれっと  

職員 吉岡悠真（1年目） 

 「効率」と「質」、この２点がとても

大事だと改めて気付きました。効率を重

視することが大事であるのは、当然のこ

と。ただそれだけに意識が向いて、例え

ばあえて「デジタルでなく直筆でしたた

める意味」であったり「自分の仕事が忙

しい中でも集まりに参加する意味」。こ

ういったことは、その先の企業など外部

との繋がりや問題解決の手がかりを得

られるきっかけにもなります。それはす

なわち、結果的に業務の質を高めること

であるということです。効率と質が両方

とも向上することが一番望ましい。そう

考える中、人とのつながりや関係性が、

各方面でとても重要視されるぱれっと

の活動・業務において、改めて効率と質

を意識して一つ一つの業務を進めてい

くよう心掛けたいです。 

全体の感想として、同じぱれっとの職

員でありながら、普段なかなか接点のな

い各セクションの人たちと一同に交流

ができたことはとても良かったです。職

員同士の交流機会をはかることで、お互

いの人となりを理解すること。それが専

門的でないざっくばらんな交流であろ

うと、今後のやりとり、連携を図る上で

大切であると思いますし、スムーズに事

が進めたりと結果的に効率化にもつな

がっていくと思います。 
⑬ 


